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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】使用者が本物のゴルフボールを使用することを
可能にし、使用者への安全性リスク及びゴルフ練習用補
助器具への損傷の可能性を低減したゴルフ練習用補助器
具を提供する。
【解決手段】天井１２０、底面１２５、及びテント１１
０に打ち込まれたゴルフボールを受け入れるための正面
開放部１４５を有するテント；テントを構造的に支持す
る、少なくとも部分的にテントの外部にあるフレーム部
材１１５；並びにテントの天井に連結されてテントの背
面パネル１３０からは分離し、それにより天井から緩く
掛けられて底面に向かって延長している平坦なネット１
５０を備えるゴルフ練習用テント１００に関するもので
あり、前記ネットは、テントに打ち込まれたゴルフボー
ルがネットに接触するように正面開放部の後方に設置す
る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ゴルフ練習用テントであって：
　天井、底面、及びテントに打ち込まれたゴルフボールを受け入れるための開放面を有す
るテント；
　前記テントを構造的に支持する、少なくとも部分的に前記テントの外部にある剛性フレ
ーム構造体；並びに
　前記テントの前記天井に連結されて前記テントの背面パネルからは分離し、それにより
前記天井から緩く掛けられて前記底面に向かって延長している平坦なネット
　を備え、前記ネットは、前記テントに打ち込まれたゴルフボールが前記ネットに接触す
るように開放面の後方に設置することを特徴とする、ゴルフ練習用テント。
【請求項２】
　複数のファスナーがネットに沿って間隔をとって置かれ、各ファスナーは前記ネットの
一部を前記テントの一部に取り付けるように対応させることを特徴とする、請求項１に記
載のゴルフ練習用テント。
【請求項３】
　前記テントは折畳んだ状態と組立てた状態とで変形可能であることを特徴とする、請求
項１に記載のゴルフ練習用テント。
【請求項４】
　前記ファスナーの各々はストラップであることを特徴とする、請求項２に記載のゴルフ
練習用テント。
【請求項５】
　前記ネットは、ゴルフボールを受け入れるように対応させた少なくとも１つのポーチを
更に備えることを特徴とする、請求項２に記載のゴルフ練習用テント。
【請求項６】
　前記剛性フレーム構造体は一式の正面フレーム部材及び一式の背面フレーム部材を備え
、該背面フレーム部材の各々は背面部材を拡大する場合などに延長可能であり、前記テン
トの前記底面は前記テントの前記開放面に向かって傾斜していることを特徴とする、請求
項１に記載のゴルフ練習用テント。
【請求項７】
　前記ネットは該ネットから緩みを解消させるための引き紐を更に備えることを特徴とす
る、請求項３に記載のゴルフ練習用テント。
【請求項８】
　ゴルフ練習用テントであって、前記テントの天井に連結し、前記天井から緩く掛けられ
るように前記テントの背面パネルから分離している平坦なネットを備え、前記ネットは、
前記テントに打ち込まれたゴルフボールが前記ネットに接触するように前記テントの正面
開放部に近接しており、剛性フレーム構造体は前記テントを構造的に支持し、前記テント
の底面は前記底面上のゴルフボールが前記テントから転がり出るように角度が付与されて
いることを特徴とする、ゴルフ練習用テント。
【請求項９】
　複数のファスナーは前記ネットに沿って間隔をとって置かれ、各ファスナーは前記ネッ
トの一部を前記テントの一部に取り付けるように対応させることを特徴とする、請求項８
に記載のゴルフ練習用テント。
【請求項１０】
　前記複数のファスナーのうちの少なくとも２つは前記ネットを前記テントの前記正面開
放部に近接させて取付けることを特徴とする、請求項９に記載のゴルフ練習用テント。
【請求項１１】
　前記ネットは、ゴルフボールを受け入れるように対応させた少なくとも１つのポーチを
更に備えることを特徴とする、請求項８に記載のゴルフ練習用テント。
【請求項１２】
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　前記テントの前記剛性フレーム構造体は一式の正面フレーム部材及び一式の背面フレー
ム部材を備え、該背面フレーム部材の各々は背面部材を拡大する場合などに延長可能であ
り、前記テントの底面は前記テントの前記正面開放部に向かって傾斜していることを特徴
とする、請求項１０に記載のゴルフ練習用テント。
【請求項１３】
　前記ネットは該ネットから緩みを解消させるための引き紐を更に備えることを特徴とす
る、請求項１２に記載のゴルフ練習用テント。
【請求項１４】
　ゴルフ練習用テントであって：
　天井、底面、及び前記テントに打ち込まれたゴルフボールを受け入れるための正面開放
部を有し、折畳んだ状態と組立てた状態とで変形可能である折り畳み式テント；
　前記テントを構造的に支持する、少なくとも部分的に前記テントの外部にあるフレーム
構造体；
　前記テントの前記天井に連結されて前記テントの背面パネルからは分離し、それにより
前記天井から緩く掛けられて前記底面に向かって延長し、前記テントに打ち込まれたゴル
フボールが接触するように前記正面開放部に近接して設置された平坦なネット
　を備え、複数のストラップが前記ネットに沿って間隔をとって置かれ、各ストラップは
前記ネットの一部を前記テントの一部に取り付けるように対応させることを特徴とする、
ゴルフ練習用テント。
【請求項１５】
　前記ネットは、ゴルフボールを受け入れるように対応させた少なくとも１つのポーチを
更に備えることを特徴とする、請求項１４に記載のゴルフ練習用テント。
【請求項１６】
　前記フレーム構造体は一式の正面フレーム部材及び一式の背面フレーム部材を備え、該
背面フレーム部材の各々は背面フレーム部材を拡大する場合などに延長可能であり、前記
テントの前記底面は前記テントの前記正面開放部に向かって傾斜していることを特徴とす
る、請求項１４に記載のゴルフ練習用テント。
【請求項１７】
　前記ネットは該ネットから緩みを解消させるための引き紐を更に備えることを特徴とす
る、請求項１４に記載のゴルフ練習用テント。
【請求項１８】
　前記テントは該テントの前記正面開放部のコーナー部に設置された少なくとも１つの三
角形パネルを更に備えることを特徴とする、請求項１４に記載のゴルフ練習用テント。
【請求項１９】
　前記テントは、該テントの側面に設置され、側面に沿って前記テントの外側に延長して
いる少なくとも１つの長方形パネルを更に備えることを特徴とする、請求項１４に記載の
ゴルフ練習用テント。
【請求項２０】
　前記折り畳み式テントは１０秒未満で展開及び組立てができるように構成され、前記折
り畳み式テントは実質的に水平な面であればどこでも設置できるように構成されることを
特徴とする、請求項１４に記載のゴルフ練習用テント。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スポーツ分野、より具体的にはゴルフスポーツ用のトレーニング補助器具に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　ゴルフのゲームはよく知られており、世界中の多くの人々が楽しんでいる。多くのゴル
フプレーヤーがゴルフ練習場で様々なゴルフクラブを使用してゴルフボールを打ってゴル
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フゲームを練習していることは周知である。また、多くのゴルフプレーヤーが剛性の金属
フレームに囲まれたネットにゴルフボールを打ち込むことでゴルフの練習をしていること
は周知である。更に、ゴルフ練習用テントに直接ゴルフボールを打ち込んでゴルフを練習
することもゴルフ業界では周知である。このようなテントは、一般的にぴんと張ったメッ
シュ又はネットで構成されたパネルを使用している。
【０００３】
　ゴルフ練習場に関し、上記練習場についての１つの問題は、ゴルファーがゴルフボール
の打撃を練習するために広範な空間を確保しなければならないことである。また、ゴルフ
練習場は高価であり、個人は悪天候ではゴルフ練習場を使用できない場合がある。剛性フ
レームに囲まれたネットに関し、上記ネットについての１つの問題は、多くの場合でこの
ような剛性フレームを分解し、搬送することが容易にできないということである。剛性フ
レームに囲まれたネットに関する別の問題は、このような器具を保管するために使用者は
専用の領域を確保しなければならないことである。更に、剛性フレームに囲まれたネット
に共通する問題は、高速で打たれたゴルフボールがネット又は他の生地を突き破る可能性
があることである。
【０００４】
　現在、ゴルフ業界市場では、ゴルフ練習用テントを使用するときはゴルファーはパネル
又はテントに直接ボールを打ち込んでいる。打撃の際にクラブ面からゴルフボールが離れ
ると、ゴルフボールは危険と言える程の高速になる。剛性の、又はぴんと張ったメッシュ
パネルを有するゴルフ練習用テントに現在関係している１つの問題は、ぴんと張ったパネ
ルにゴルフボールが打ち込まれるとテントのパネルを介してゴルフボールが破裂する危害
やリスクがあるということである。その結果、多くのゴルフ練習用テントメーカーや代理
店は、テントの損傷のリスクやゴルファーへの傷害のリスクを低減するようにプレーヤー
には硬質ゴルフボールの代わりに軟質又はプラスチック製ボールを使用することを促して
いる。しかし、このようなボールはプレー中のゴルフの感覚を正確にシミュレーションし
ていないため、多くのゴルフプレーヤーはこれらのプラスチック製又はフェイクゴルフボ
ールの使用に不満を示すか、又は嫌悪している。
【０００５】
　その結果、従来技術から改善され、より具体的には、使用者が本物のゴルフボールを使
用することを可能にし、使用者への安全性リスク及びゴルフ練習用補助器具への損傷の可
能性を低減したゴルフ練習用補助器具が必要となる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ゴルフ練習用テントを開示する。本概要は、簡素化された形態の開示されたコンセプト
の選択を紹介するために提供するものであり、これは提供された図面を包含する「詳細な
説明」において下記で更に説明する。本概要は、請求した対象の主要な特徴又は本質的な
特徴を特定することを意図したものではない。また本概要は、請求した対象の範囲を限定
するために使用することを意図したものでもない。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　一実施形態では、ゴルフ練習用テントを開示する。上記ゴルフ練習用テントは、天井、
底面、及びテント内に打ち込まれたゴルフボールを受け入れるための開放面を有するテン
ト；テントを構造的に支持する、少なくとも部分的にテントの外部にある剛性フレーム構
造体；並びに、テントの天井に連結されてテントの背面パネルからは分離し、それにより
天井から緩く掛けられて底面に向かって延長している平坦なネットを備える。ここではテ
ントに打ち込まれたゴルフボールがネットに接触するようにネットは開放面の奥に設置す
る。
【０００８】
　開示した実施形態の他の態様は、以下の説明に部分的に記載しており、一部はその説明
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から明らかであり、あるいは開示した実施形態を実行することで把握することが可能であ
る。開示した実施形態の態様は実現され、添付の特許請求の範囲で特に指摘した要素及び
組み合わせにより達成される。請求されているとおり、前述の一般的説明及び以下の詳細
な説明の両方は例示であり、説明に過ぎず、開示された実施形態を限定するものではない
ことは理解されているものとする。
【０００９】
　本明細書に組み込まれ、本明細書の一部を構成する添付図面は本発明の実施形態を説明
し、明細書と共に、開示した実施形態の原理を説明することに有用である。本明細書で説
明した実施形態は目下のところ好ましく、理解されているが、本発明は示された正確な配
置及び手段に限定されるものではない。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】例示的な実施形態に従ったゴルフ練習用テントの正面斜視図である；
【図２】例示的な実施形態に従ったゴルフ練習用テントの別の正面斜視図である；
【図３】例示的な実施形態に従った練習ゴルフ用テントの延長部材の側断面図である；
【図４】例示的な実施形態に従ったゴルフ練習用テントの側面斜視図である；
【図５】別の例示的な実施形態に従ったゴルフ練習用テントの正面図である；
【図６】別の例示的な実施形態に従ったゴルフ練習用テントの側面図である；
【図７】別の例示的な実施形態に従ったゴルフ練習用テントの上面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下の詳細な説明は添付図面を参照している。可能な限り、同一の、又は類似の要素を
参照しているこれらの図面及び以下の説明では同じ参照番号を使用している。開示された
実施形態を説明してはいるが、修正、改造及び他の実装も可能である。例えば、置換、付
加又は改変は、図面で説明した要素に対して行い、本明細書に記載した方法は、置換、並
べ替えにより、又は開示した方法及び器具に追加的な工程もしくは部材を追加することに
より改変可能である。従って、以下の詳細な説明は、開示した実施形態を限定するもので
はない。代わりに、開示した実施形態の適切な範囲は、添付の特許請求の範囲によって定
義する。
【００１２】
　開示された実施形態は、テントに連結したネットを有するゴルフトレーニング用テント
を提供することによって、従来技術での問題点を改善する。開示された実施形態は、身体
的傷害のリスクや練習トレーニング用テントが損傷する可能性を低減しながらも使用者が
本物のゴルフボールを使用することを可能にするゴルフトレーニング用テントを提供する
ことにより従来技術から改善されている。また本発明は、容易に持ち運びができ、屋内及
び屋外で保管可能な折畳み式トレーニング補助器具を提供することにより従来技術から改
善されている。最後に、テント内に打ち込まれたゴルフボールをどのような速度でも保持
し、これによりプレーヤーのゴルフボールの回収を容易にするゴルフトレーニング用テン
トを提供することで、開示した実施形態は従来技術から改善されている。
【００１３】
　図面を参照すると、図１は例示的な実施形態に従ったゴルフ練習用テント１００の正面
斜視図である。ゴルフ練習用テントはテント１１０を備える。テントは複数の剛性フレー
ム部材１１５を備えた合成フレーム構造に支持された生地又は素材を備える。一実施形態
では、剛性フレーム構造は少なくとも部分的にテントの外部に存在する。 テント製造分
野の業者に周知であるように、剛性フレーム部材の各々は、フレーム構造が折畳み可能に
なるように他のフレーム部材にヒンジ式に、又は可動に連結し得る細長い棒状体を有する
。テントの生地は複数のファスナー１１７によりテントに取り付けてもよい。本実施形態
ではこのようなファスナーはストラップである。しかし、他のファスナーを使用してもよ
い。生地又は素材はコットン、カンバス、ナイロン、メッシュ、ネット、防水性の素材、
フェルト、ポリエステル又はこれらの任意の組み合わせから形成してもよい。このような
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素材は限定を意味するものではなく、他の素材を使用してもよい。フレーム構造要素はア
ルミニウム、ガラス繊維、金属、木材、プラスチック又はこれらの任意の組み合わせなど
の素材から形成してもよい。使用生地の種類に関し、このような素材は限定を意味するも
のではなく、他の素材を使用してもよい。
【００１４】
　なお、一実施形態では、テント１１０の生地はスリーブ又は複数のファスナーのシステ
ムによりテントに取付けてもよく、例えばフック、ストラップ付きのトグル、又は面ファ
スナーを備えてもよい。開示した実施形態は、１つ以上の多様な形態のテントへの生地の
取付け工程、並びに多様な形態のファスナーに対応している。
【００１５】
　本実施形態では、テントは折畳み式テントである。図１では、テントは完成品であるか
、又は組立てられた状態である。使用しない状態では、テントは、容易に搬送及び保管で
きるように完全に畳んだ状態に折畳むことが可能である。折り畳み式テントは当業者に周
知である。他の実施形態では、テントは永久に立てられたテントであってもよい。また、
他の実施形態（図示せず）では、テントのパネルは、１枚の連続した生地の代わりに一体
化してある別々の断片から構成されていてもよい。なお、一実施形態では、折り畳み式テ
ントは１０秒未満など非常に迅速に展開及び組立てができるように構成され、当該折り畳
み式テントは実質的に水平な面であればどこでも設置できるように構成され、これにより
消費者は上記テントに十分な空間を有する屋内又は屋外の場所であればどこでも上記テン
トを利用できる。
【００１６】
　テントは最後部１１３の反対側に最前部１１１を有する。図１に示すとおり、剛性フレ
ーム構造に支持される場合、生地は天井１２０、天井の反対側にある底面１２５、及びテ
ントの最後部で底面から天井まで架かっている背面パネル１３０を形成する。テントには
、テントの最後部から最前部まで架かっている側面パネル１３５も備えられている。一実
施形態では、側面パネルは天井から底面まで架かっていてもよい。しかし他の実施形態で
は、側面パネルは一部だけ天井から底面まで架かっていてもよい（図１参照）。
【００１７】
　最前部では、テントは、テントの内側に通じる開放面又は正面開放部１４５を有する正
面パネル１４０を形成する生地を備えてもよい。 開放面はテントで打ち込まれるゴルフ
ボールを受け入れるように対応させている。一実施形態では、正面パネル１４０の最上区
分は、ゴルフボールがネット１５０内に打ち込まれ、ネットに沿って上方に転がり続けた
後、ゴルファーの方に跳ね返ることを阻止するように働く。本実施形態では、正面パネル
の最上区分は、ゴルフボールがテントから転がり出てゴルファーの方に跳ね返ることを阻
止する障壁として働く。 別の実施形態では、正面パネル１４０の側面区分は、ゴルフボ
ールがネット１５０内に打ち込まれ、テントの側面を転がりゴルファーの方に跳ね返るこ
とを阻止するように働く。更に別の実施形態では（図４参照）、開示した実施形態は、正
面パネルの側面区分が底面に接触しているコーナー部に設置された（パネル４１０などの
）三角形パネルを備える。本実施形態では、上記の三角形パネルは、ゴルフボールがテン
トのコーナー部を介してテントから転がり出ることを阻止する障壁として働く。なお、本
実施形態は三角形パネルを説明しているが、開示した実施形態は長方形、円形、又は不規
則形状など、他のパネル用形状にも対応している。また、上記三角形パネルは折畳み式で
あってもよい。
【００１８】
　更に別の実施形態では（図４参照）、開示した実施形態は、側面に沿ってテントから外
側に延長し、底面に接触する長方形パネル４２０を備える。各長方形パネル４２０（テン
トの右側のもの及び／又は左側のもの）はテントに取り付け、側面に沿ってテントの外側
に延長し、これによりゴルファーに対面する平坦面を形成する。本実施形態では、長方形
パネル４２０は、ゴルフボールがテントに向けて打たれるがテントから外れることを阻止
する障壁として働く。これらのパネルにより、テントに向けて打たれたときに打ち損うか
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、又は逸れたボールを留めて回収することが容易になる。なお、本実施形態は長方形パネ
ルを説明しているが、三角形、円形、又は不規則形状など、他のパネル用形状にも対応し
ている。また、上記長方形パネルは折畳み式であってもよい。
【００１９】
　平坦なネット１５０はテントの天井１２０に連結する。場合により、ネット１５０は代
替的又は追加的にテントの面（１３５、１３０、１４０等）にも取り付けられる。ネット
は当業者に周知の、ネット製造に使用されるナイロン、結び目のある撚り糸、ロープ、又
は任意の他の材料などの素材から構成し得る。ネットの開放部は、例えばゴルフボールが
ネットを通過することを防止するように対応させることが必要である。ネットは、背面パ
ネル１３０から離れるように、そして天井から緩く掛けられてテントの底面１２５に延び
るように取付ける必要がある。ネットの一部に沿って間隔をとって置かれた複数のファス
ナー又はストラップ１５５により、ネットがテントの一部に取付けられる。 本実施形態
では、ネットを正面開放部又は開放面の後ろに配置し、ストラップで正面パネル及び天井
に取り付ける。また、ネットが天井から底面に緩く掛けられてさえいれば、ストラップを
使用してネットの一部を背面パネルに取り付けてもよい。ゴルフボールがネットに打ち込
まれるときにネットがゴルフボールの速度を吸収するように、ネットを掛けるときは若干
緩ませる必要があり、これによってテントへの損傷や個人への傷害が防止又は軽減される
。
【００２０】
　一実施形態では、ネットはポケット又はポーチ１６０も備える（図２参照）。 ポケッ
ト又はポーチは、ゴルフボールを受け入れるように寸法を合わせたネット上の円形開口部
、及び開口部に入るゴルフボール全てを保持するように対応させたポケットの袋を形成す
る生地又は素材から成る。また、ポケット又はポーチの開口部の寸法は、難易度を調整す
るために変更することが可能である。 例えば、プレーヤー又は個人がポーチ又はポケッ
トの開口部にボールを打ち込む難易度を上げるために、開口部の寸法を小さくしてもよい
。あるいは、プレーヤー又は個人がポーチ又はポケットの開口部にボールを打ち込むこと
を容易にするために、開口部の寸法を大きくしてもよい。
【００２１】
　操作中、プレーヤー又は個人は練習又はゲームのためにネット上のポーチを使用しても
よい。プレーヤーは、ゴルフボールがポーチの開口を通って袋に入るようにゴルフボール
を打つためのゴールを設けることが可能である。プレーヤーは様々なチップショット及び
正確さを必要とする他のゴルフショットを練習するためのこのようなゴールを使用するこ
とが可能である。
【００２２】
　なお、一実施形態では、底面１２５は単独でテントの背面パネル１３０に連結してもよ
い（縫製又はジッパーの使用を介して）。このことにより底面１２５が巻き返され、筒状
体５０２になり（図５参照）、使用者が地面に接触できるようになり、公園や砂浜などの
特定の状況で好ましくなる場合もある。
【００２３】
　図２は別の実施形態に従ったゴルフ練習用テントの別の正面斜視図である。図２は更に
、テント１００の多数の箇所にネットの一部を取り付けるストラップ１５５を説明してい
る。図２はテントの背面パネル１３０並びに正面パネル１４０の多数の箇所にネットを取
付けるストラップを説明している。
【００２４】
　一実施形態では、テントの最後部１１３にあるフレーム部材１１５には背面フレーム部
材の長さを延ばすための延長部材２０５を備えることが可能である。図２は延長した状態
のテントの背面フレーム部材を説明している。このように延長した状態では、テントの最
後部１１３にあるフレーム部材の長さはテントの最前部１１１にあるフレーム部材より長
くなり、結果として、テントの底面又は最下部１２５はテントの最前部に向かって傾斜す
る。底面がテントの最前部に向かって傾斜している場合、底面と地面との間の角度βによ
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り、テントに入る全てのゴルフボールは、概ねネットに保持されずにテントの最前部に向
かって転がってくる。また、ネットには、ネットから緩みを解消させるための引き紐も備
えてもよい。このような引き紐は当業者に周知であり、これを使用してネットを引き締め
ることが可能であり、そうすることでゴルフボールがネットに打ち込まれるときに、角度
βを形成するテントの最前部に向かってテントの底面が傾斜していると、ネットに打ち込
まれたゴルフボールが更に容易に回収できる。　　　
【００２５】
　一実施形態では、傾斜した底面１２５は、ガラス繊維製のポール又は他の剛性素材から
構成できる側面補強ロッド６０２で支持することも可能である（図６参照）。底面１２５
が緩むか又はＵ型の凹みを形成することを防止するため、側面補強ロッド６０２は、テン
ト１００の底部の両側に設置することも可能であり、これにより上記底面で張力が維持さ
れる。引き締められ、傾斜した底面１２５はテント１００に打ち込まれたゴルフボール用
の回収システムを備える。
【００２６】
　図３は更に、フレーム部材の長さを延長するための手段の一実施形態を説明している。
図３は図２の線Ａに沿って配した背面フレーム部材の延長部材２０５の断面図である。延
長部材は、フレーム部材１１５の下端部を受け入れるように対応させた管状体とすること
も可能である。対向している一対の穴又は開口部３１０が管状体に沿って配されている。
対向している穴の各々は、フレーム部材１１５の下端部の可動ボタン３１５を受け入れる
ように対応させている。内側への力がボタンに掛かると各々のボタンは内側に移動するよ
うに対応させており、そのような力が解除されると元の位置に戻るようになっている。操
作時、ボタンに掛かった力はボタンを内側に移動させ、これによりボタンは延長部材のボ
ディを解放し、剛性フレーム部材は延長部材２０５のボディにある一式の穴の間で移動す
ることが可能になる。フレーム部材を好ましい位置に配し、ボタンを一式の穴と位置合わ
せした後、内側に掛かった力をボタンから解除し、ボタンを元の状態に戻し、フレーム部
材を延長部材の内側の位置で係止することが可能になる。延長部材により、使用者は使用
者の好みに応じて剛性フレーム部材の長さを調整することが可能になる。しかし、他の実
施形態も本発明の範囲及び精神内にある。
【００２７】
　一実施形態では、延長部材は、プラスチック、ポリマー、金属、合金、セラミック、炭
素繊維などの可撓性素材、又は延長部材の可撓性を可能にする特性を有する他の素材から
構成してもよい。
【００２８】
　対象は構造的特徴及び／又は方法論的動作に特異的な用語で説明してきたが、添付の特
許請求の範囲で定義される対象は必ずしも上述の特異的な特徴又は動作に限定されるもの
ではないことは理解されているものとする。むしろ、上述の特異的な特徴及び動作は特許
請求の範囲を実施する形態の例として開示している。
【符号の説明】
【００２９】
　１００　ゴルフ練習用テント
　１１０　テント
　１１１　最前部
　１１３　最後部
　１１５　フレーム部材
　１１７　ファスナー
　１２０　天井
　１２５　底面
　１３０　背面パネル
　１３５　側面パネル
　１４０　正面パネル
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　１４５　正面開放部
　１５０　ネット
　１５５　ストラップ
　１６０　ポーチ
　２０５　延長部材
　３１０　開口部
　３１５　可動ボタン
　４１０　パネル
　４２０　長方形パネル
　５０２　筒状体
　６０２　側面補強ロッド
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【図３】
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